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① 施設延長／岸壁部・・・・・・・・・・・・・・・・・２８０ｍ�
　　　　　　　　　　　　　　　（取付部含む）�
�     　　　　  港湾施設用地（護岸）・・・・・・８０ｍ�

② 水　  　深／・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・－９．０ｍ�

③ エプロン幅／・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０ｍ�

④ 対象船舶／・・・・・・・・・・・・・・・１５，０００Ｇ／Ｔ級�

⑤ 天端高／岸壁部（取付部含む）、港湾施設用地・・＋３．４ｍ�

⑥ 構造形式／岸壁部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ケーソン式�
　　　　　　 港湾施設用地（護岸）・・・・・・・・・・・ケーソン式�

⑦ 設計震度／・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｋｈ＝０．２３、Ｋｖ＝０．０�

⑧ 基盤の最大加速度／・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６０Ｇａｌ�

【
計
画
の
背
景
】�

�

石
垣
港
は
、沖
縄
本
島
か
ら
南
西
約
四 

 
 
 
 

　
 
km
の
海
上
に
あ
る
八
重
山
諸
島
の

中
心
で
あ
る
石
垣
島
に
位
置
す
る
日
本

最
南
端
の
重
要
港
湾
で
、日
本
本
土
、沖

縄
本
島
、台
湾
等
東
南
ア
ジ
ア
と
八
重

山
圏
を
結
ぶ
と
と
も
に
、八
重
山
諸
島

の
各
離
島
へ
の
連
絡
基
地
と
し
て
、ま
た

八
重
山
観
光
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。�

　
平
成
七
年
一
月
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
、多
く
の
港
湾
施
設
が

地
震
に
よ
り
甚
大
な
損
害
を
受
け
、港

湾
機
能
が
マ
ヒ
す
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
が
、そ
の
中
で
耐
震
強
化
構
造
と
し

て
造
ら
れ
た
岸
壁
は
被
害
も
比
較
的
少

な
く
、被
災
地
へ
の
緊
急
物
資
の
海
上

輸
送
等
で
は
重
要
な
役
目
を
果
た
し
ま

し
た
。�

　
平
成
八
年
十
一
月
に
改
訂
さ
れ
た
港

湾
計
画
で
は
、貨
物
量
の
増
大
、船
舶
の

大
型
化
お
よ
び
外
航
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄

港
等
新
た
な
要
請
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

本
港
地
区
の
フ
ェ
リ
ー
、雑
貨
、バ
ラ
貨
物

等
の
混
在
か
つ
過
密
利
用
の
解
消
を
図

る
た
め
、水
深
-9.0
m
の
フ
ェ
リ
ー
ふ
頭
が

計
画
さ
れ
、大
規
模
地
震
対
策
の
観
点

か
ら
本
施
設
を
耐
震
強
化
岸
壁
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
本
施
設
は
、大
規
模
地
震
が
発
生
し

た
際
の
緊
急
物
資
お
よ
び
避
難
者
の
海

上
輸
送
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
中
核
施

設
と
し
て
石
垣
市
防
災
計
画
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、災
害
時
に
は
、海
上
か

ら
の
緊
急
物
資
を
扱
う
防
災
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、港
湾
施
設
が
復
旧
に
至
る
ま
で
、

八
重
山
地
域
の
物
資
輸
送
の
大
半
を
担

う
施
設
と
し
て
早
期
の
完
成
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。�

ケーソン据付工事�



【
終
わ
り
に
】�

�
�
�
  石

垣
港
湾
工
事
事
務
所
は
、こ
の
起
工

式
を
契
機
に
石
垣
港
が
益
々
発
展
し
て

い
く
よ
う
港
湾
管
理
者
で
あ
る
石
垣
市

と
さ
ら
に
連
携
し
、港
湾
施
設
整
備
を

推
進
し
ま
す
。�

�

　
ま
た
、本
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、現
場

に
お
け
る
安
全
管
理
・
施
工
監
督
体
制

に
十
分
配
慮
し
、迅
速
・
安
全
・
確
実
を

第
一
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
の
で
、関
係
各
位
の
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

【
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】�

��
  

平
成
十
年
度
よ
り
耐
震
岸
壁
の
本
体

と
な
る
ケ
ー
ソ
ン
製
作
工
事
を
実
施
し
、

今
年
度
か
ら
は
現
地
工
事
に
着
手
し
て
、

基
礎
工
、本
体
工
、裏
込
工
、上
部
工
、埋

立
工
、舗
装
工
、付
帯
工
の
整
備
を
進
め

て
平
成
十
四
年
度
早
々
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
い
ま
す
。�

��【
起
工
式
】�

��

　
沖
縄
総
合
事
務
局
お
よ
び
石
垣
市
の

共
催
に
よ
り
本
施
設
の
起
工
式
が
九
月

十
三
日
に
下
地
幹
郎
沖
縄
開
発
庁
政
務

次
官
、白
保
台
一
衆
議
院
議
員
ら
多
数
の

来
賓
の
方
々
の
出
席
を
頂
き
、主
催
者
で

あ
る
小
山
沖
縄
総
合
事
務
局
長
お
よ
び

大
浜
石
垣
市
長
の
挨
拶
に
よ
り
起
工
式

が
始
ま
り
、大
城
石
垣
港
湾
工
事
事
務

所
長
に
よ
る
事
業
概
要
説
明
に
続
き
、

沖
縄
開
発
庁
長
官
代
理
の
下
地
沖
縄
開

発
庁
政
務
次
官
・
運
輸
省
港
湾
局
長
代

理
の
佐
藤
運
輸
省
港
湾
局
技
術
指
導
官
、

さ
ら
に
沖
縄
県
知
事
代
理
の
安
川
沖
縄

県
技
監
の
方
々
か
ら
の
祝
辞
の
後
、岸
壁

の
本
体
で
あ
る
第
１
函
目
の
ケ
ー
ソ
ン（
Ｌ

＝
二
　
.    

ｍ
、Ｂ
＝
一
三.
　 

ｍ
、Ｈ
＝

十
一.
　
ｍ
、重
量
＝
一,
四
八
　
t
）の
据

付
を
行
う
た
め
の
注
水
ポ
ン
プ
の
始
動

ス
イ
ッ
チ
が
関
係
者
に
よ
り
押
さ
れ
、ケ

ー
ソ
ン
据
付
が
開
始
さ
れ
無
事
-9.0
ｍ
耐

震
強
化
岸
壁
の
起
工
式
を
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。�

ケーソン据付状況�

起工式�


